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いじめ防止対策－1－ 

令和８年度洋野町立種市中学校 いじめ防止基本方針 

はじめに 

教育は生徒一人一人が人格の完成を目指し，個人としても自立し，それぞれの個性を伸ばし，国家

及び社会の形成者としての資質を育成するとともに，その可能性を開花させることが目的である。中

学校では，生徒一人一人の自己実現のため，基礎・基本を定着させ，堂々と社会を生き抜く力をつけ

させることが責務であり，その場として，意欲・気力・活力に満ちていなければならない。 

洋野町では平成 18 年に町内中学校生徒の協議により，「洋野町中学

生いじめ追放５ヶ条」を作成し，現在も各校に掲示されている。 

平成 19年に統合により新生種市中学校となった本校は，すばらしい

地域環境に包まれている。また、昨年度より宿戸中学校との統合し、学

区が大きくなり、地域教育にも大きな影響を与える学校となっている。

その教育の推進者である私たちは，子どもたちにとってかけがえのな

い教師であることは当然であるが，同時に地域社会の中でも教師であ

ることが期待されている。 

  したがって，全職員が「いじめは許さない」「いじめる側が悪い」と

いう認識を持ち，生徒にこのことを広めていくことによって，健全な学びの場を形成していくことは

当然のことであり，校長を中心とした一致協力体制，教育委員会との連携，常に危機感を持って生徒

に接することなど，我々の職務を徹底していくことがいじめの撲滅につながっていくと考える。さら

に，生徒個々に寄り添うことにより，命の大切さを常に語りかけていくことも忘れてはならない。 

 

１ いじめに対する基本的な考え方 

 （１）いじめの定義（「いじめ防止対策推進法」より） 

    児童生徒に対して，当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等，当該生徒と一定の人的関

係にある他の児童生徒が行う心理的または物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて

行われるものを含む。）であって，当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているも

のをいう。 

 （２）国としての指針 

 ア いじめがいずれの学校のいずれの児童生徒にも起こり得るものであることを踏まえて，いじ

めの未然防止を図ることを旨とするとともに，いじめ又はその兆候を早期に発見し，迅速かつ

適切に対処することができるようにすべきこと。 

 イ いじめは児童生徒等の尊厳を害するとともに犯罪その他重大な人権侵害となり得る行為を

含むものであり，決してしてはならないものであることについて，児童生徒等が認識できるよ

う，その情操と道徳心を培い，規範意識を養い，及び自尊心を育むべきこと。 

 ウ いじめに関する事案への対処においては，当該いじめを受けた児童生徒等の生命を保護する

こと及び，いじめによりその心身に受けた影響からの回復を図ることが特に重要であることを

認識すべきこと。 

 エ いじめを受けた経験を有する者の意見が反映されるようにするとともに，いじめを受けてい

る者の立場に立ち，かつ，その置かれている状況に応じ，最大限に必要な配慮をすべきこと。 
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２ 本校のいじめ対策 

 

目指す生徒像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）本校におけるいじめの認知 

本校では，いじめ対策委員会において，以下のケース１～３のいずれかに該当していると認めた

場合，いじめと認知し，対処していく。（特定の教員のみの判断で決めない） 

当該生徒が『一定の人的関係にある他の生徒』の 

『心理的又は物理的な影響を与える行為（ネット等によるものも含）』により 

ケース１：『心身の苦痛を感じている』ことを本人が訴えたり，認めた場合 

ケース２：『心身の苦痛を感じている』ことを本人が否定していても，表情や日常の行

動，周辺の状況等から『心身の苦痛を感じている』と考えられる場合 

ケース３：現在は，自分が攻撃されていることを認識していなくとも，『心身の苦痛』

につながると考えられる場合（例 SNS等で誹謗中傷等が書かれていても，

当該生徒がそれを知らないでいる場合等）  

精神的苦痛の事例 冷やかし，からかい，悪口，脅し文句，嫌なことを言われる， 

仲間はずれ，集団による無視， 

嫌な事や恥ずかしい事または危険な事をさせられたり，されたりする， 

PC，タブレット，スマホ，携帯等の情報端末で，誹謗中傷の書き込みや個人

情報を許可なく晒される等 

物理的苦痛の事例 軽くぶつかられる，遊ぶふりをして叩かれたり蹴られる， 

金品をたかられる，金品を隠される，盗まれる， 

物品を壊される，捨てられる等 

 

学校教育目標「学びを広げ 自ら問い 高めあう」 

学習する生徒 深く考え行動する生徒 社会に役立つ生徒 

めざす学校像 

①明るく元気な挨拶と歌声が響き、生

徒が主体的に活動する学校 

②保護者や地域社会との連携を深め、

地域と共にある信頼される学校 

③教職員が一丸となって生徒第一に

教育活動を進める学校 

④美しい教育環境で、誰もが安心・安

全にできる学校 

めざす教師像 

①教育に対する情熱と使命感のある

教師 

②専門職としての誇りをもち、授業で

勝負する教師 

③生徒理解を基盤とし、生徒に愛情を

注ぎ、生徒にかかわる教師 

④生徒や保護者、地域の期待に応える

教師 

家庭・地域・関係機関との『連携』『協働』 
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（２）いじめ防止基本方針 

－全職員が共働・共汗し，いじめの防止，早期発見，いじめに対する措置に組織として取り組む学

校を創る。－ 

ア 職員間の密な連携と質問紙等を活用した多面的・総合的な生徒理解の推進 

  イ 上記アに基づく生徒指導の３機能を生かした積極的な生徒指導，学年・学級経営を推進し，生

徒の自己教育力が高まるよう努める。 

  ウ 豊かな情操と道徳心を培う教育の推進 

  エ 心の通う対人交流能力の育成 

  オ 全教育活動を通じた道徳教育及び体験活動等の充実 

（３）具体的な取組 

  ア 未然防止及び早期発見 

   ① いじめ防止対策委員会を設置し，定期的な会議を実施することにより，いじめ防止に対する

具体的なマニュアル，いじめ防止の年間計画の作成をする。 

   ② 毎月１回以上，アンケート調査及び教育相談を実施する。また，悩みの具体的内容を話しや

すくするため，生徒は面談する教職員を選択できるようにする。 

   ③ ＱＵテストを実施し，個々の生徒の理解を深める。 

   ④ 全教職員が，日常の観察や質問紙の分析を学年所属教員，教科担任，部活顧問等と連携して

情報交換を密にし，生徒について多面的で総合的な理解に努める。 

   ⑤ 学年や学級や教科あるいは部活動等における様々な経営の構想および，経営の実践は 

ⅰ）多面的で総合的な生徒理解による実態に基づくものであること 

ⅱ）生徒指導の３機能である【自己決定の場の設定】【自己存在感を得る活動】【共感的人間

関係を育む活動】を取り入れたものであること 

◆【自己決定の場の設定】について 

・生徒の実態に応じて，教材や資料の内容と提示方法を吟味する。 

・自分の考えを表現する場を，授業や短学活や係活動で設定する。 

・考え方や見方の視点を示す。 

◆【自己存在感を得る活動】について 

・活動の中に（を通して・過程に），一人一人が活躍できる場を設定する。 

・一人一人のよさや考え方の違いに気付き，互いに認め合う活動を取り入れる。 

・個に応じた声がけを行う。 

◆【共感的人間関係を育む活動】について 

・生徒が互いに協力して行う活動を取り入れる。 

・新しいことに取り組むことや，努力して得た成果に対してほめる。 

 

 



いじめ防止対策－4－ 

   ⑥ メディア端末を使うときの約束事を【保護者】【自分】【生徒会】の三者が関わって決め，

確かめる場を設定する。 

⑦ 保護者との懇談による情報発信と収集に努める。 

   ⑧ 教職員，保護者によるアンケートを年 2回実施し，今後の指導の改善に活かす。 

 

  イ 早期対処 

   ① いじめと確認された場合は，生徒から個別の聞き取り等を実施し状況を把握する。 

   ② 聞き取りの状況や指導の記録をとりながら進める。 

   ③ 外部機関との連携を含めたサポートチームを構築し，生徒を守る体制をつくる。 

   ④ 保護者に対して事実の説明を行い，理解を得られるよう努力する。 

   ⑤ いじめた側の生徒に対し，原因や背景を確認し，相手の思いや自己の行為を考えさせ二度と

起こらないよう継続的に指導する。また，家庭連絡をし，経過報告するとともに家庭での様子

を確認し今後の指導に活かす 

   ⑥教育委員会へ事実関係の報告をする。 

 ウ 重大事態発生時  

    ◆いじめにより，生徒の生命，心身，または財産に重大な被害が生じた疑いがある。 

    ◆いじめにより，相当の期間学校欠席することを余儀なくされた疑いがある。 

   ① 「いじめ防止対策委員会」にて事態を共通理解し，重大事態と判断した場合は教育委員会へ

迅速に報告し，特別委員会を設置する。 

② 「いじめ防止対策特別委員会」にて，多面的な情報収集，情報の共有，分析を行い，公平性，

中立性を意識して方針を作成する。 

③ 方針をもとに，PDCA サイクルに乗せて指導を行う。 

 エ 事後支援等 

いじめが解消されたとは，【いじめに係る行為が止み，３ヶ月以上継続し】かつ【被害生徒が心

身の苦痛を感じていない】ことをさす。 

このことについて，全教職員が共通理解をし，事案に係る担当職員を中心にしながら，全教職

員で情報交換や連携した支援を行うことで，組織的ないじめ事案の解消にあたる。 

被害生徒と加害生徒の両者に対し，言動や表情といった外面の観察と，毎日の対話あるいはノ

ートのやりとりなどによって，内面の支援を行っていく。 

被害生徒に対しては，本人及びその保護者に対し，心身の苦痛を感じていないかどうかを，１

週間に１回以上対話あるいは電話等で連絡し，確認していく。 

 

３ いじめ防止対策組織 

 （１）いじめ防止対策委員会（未然防止から早期発見・対処） 

   ア 構成員 （主幹は生徒指導主事） 

    校長，副校長，教務主任，生徒指導主事，学年主任，養護教諭，教育相談，特別支援コーディ

ネーター 



いじめ防止対策－5－ 

   イ 外部連携（担当は副校長） 

    保護者，保護者会練習指導者，スクールカウンセラー，小学校，地域コーディネーター 

 （２）いじめ防止対策特別委員会（重大事態） 

   ア 構成員（主幹は校長） 

    いじめ防止対策委員会，ＰＴＡ会長，学校評議員，教育委員会，警察，学校医 

    （その他必要と思われる外部機関） 

   イ 外部対応 

    マスコミ等への対応は校長が行い，生徒への直接取材を禁じる。 

           

 

 

 

 

 

４ 年間計画 

月 未然防止（対人交流能力） 早期発見 

４ 生徒大会 防止対策委員会（定例） 

５ 体育祭 生活悩み調査・教育相談期間 

６ 中総体取組 QU調査（1学年） 

７ １学年漁業体験 QU分析，面談，保護者アンケート， 

防止対策委員会（定例） 

８ 種市夏まつり取組  

９ 新人戦，修学旅行 生活悩み調査 

１０ 生徒会役選，文化祭 QU調査（1学年） 

１１ 生徒大会・２学年漁業体験 QU分析，生徒アンケート 

１２  生活悩み調査・教育相談期間 

保護者アンケート 

１ 三励会 防止対策委員会（定例） 

２ 新入生保護者説明会 生活悩み調査（1・2年） 

３ 卒業式，引継  

 

該当生徒 

保護者 

地域                      親戚 

スポ少                     児童相談所 

小学校                     教育センター 

医療                       

いじめ防止対策委員会      教育委員会 

        家庭 

担任 

いじめ防止対策特別委員会 
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